
不具合発見(巡視) →  業務発注 → 調査 → 設計 → 予算調達 → 工事発注 → 工事受注 → 施工 → 完了 → 追跡調査

業務の一元化（巡視～調査～施工～追跡調査）

PPP／PFI手法に関するシーズ提案書

②提案の概要

①提案によって解決する自治体の課題のイメージ

③スキーム（技術）の導入により得られる効果

様式１

・業務の一元化

その他

・建設会社と建設コンサルタント会社双方の能力向上。

・受身の仕事 → 主体的仕事への変化。(建設会社の責任感)

・巡視～調査～工事～追跡調査までの一元化。（最速対応）

■インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

調査時にコンサルタント会社と建設会社が共同することで、

適切でスピード感のある初期対応が取れる。

会社名 ：
担当部署：

担当者：
連絡先（電話番号）：

不具合発見(巡視) →  業務発注 → 調査 → 設計 → 予算調達 → 工事発注 → 工事受注 → 施工 → 完了

メールアドレス：

自治体

業務委託会社

建設

コンサルタント

自治体 建設会社

包括

維持管理

例 路線毎予算(3年程度）を決め、包括維持管理による、巡視～調査～施工～追跡調査を一元化で行う。

地元建設会社(業務委託）

地元建設コンサルタント会社

施工人材/機械。 地元(路線)状況の理解(経験)  (知識/DX調査 弱）(対応力 強）

調査能力・技術力を持ち、適切な対応案の検討 (知識/DX調査 強）(対応力 弱）

会社名 ：ミノル工業㈱
担当部署：

担当者：神谷 大基
連絡先（電話番号）： 080-8215-9144

メールアドレス： kamiya_hiroki@minoru-tec.co.jp

施工は設計の批判

設計は施工の批判

自治体従来

提案

包括維持管理

自治体として工事が適正かのＣＨＥＣＫ

包括

維持管理

包括

維持管理
自治体へ報告

【受身の建設会社→自身で考え行動する建設会社へ】

【発注業務の削減】

入札・契約
入札・契約

入札・契約 入札・契約

【初期対応力の強化】

秋田県横手市内 人口9万人程度


